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痴呆老年者群25症例，非痴呆老年者群28症例の BGT をパスカル・サッテル法 (PS 法)とコピッツ法 (Ko 法)








得点は46.7:t3. 1点と 19. 1 土 14. 2点で，両群問に有意差がみられた。
3. 老年痴呆群と脳血管性痴呆群における BGT と痴呆のスクリーニングテストの成績
同時期に BGT と西村式知的機能検査(以下 N 式検査)あるいは長谷川式知的機能診査スケール(以下 H 式検
査)を受けた20症例のアルツハイマー型老年痴呆(以下老年痴呆)群と 30症例の脳血管痴呆群で，新採点法による
BGT と N 式， H 式の成績を比較検討した。
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老年痴呆群と脳血管性痴呆群における， BGT ， H 式検査， N 式検査および N 式検査の立方体模写のすべての平




BGT 得点と N 式検査得点との間の有意な相関は老年痴呆群においてのみ認められ，脳血管性痴呆群においては
認められなかった。
BGT 成績と H 式検査得点との間にはどの群においても相関が認められなかった。
BGT 成績と N 式検査の立方体模写得点との聞には，老年痴呆群においても脳血管性痴呆群においても，有意な









4) 空間見当識の障害されやすい老年痴呆群では， BGT においても位置関係に関する成績が特に不良であった。
5) 脳の障害の様式が類似していると考えられるアルツハイマー型老年痴呆群においては BGT と N 式検査の成績に
有意な相関が認められたが，病変部位が症例ごとに異なる脳血管性痴呆群においては，これらの成績の聞に有意な
相関がみられなかった。




者群における BGT の成績などを検討し老年者の知的機能の判定に適する BGT の採点法を作成した。
本採点法を用いた痴呆患者群の BGT 得点と非痴呆対象群の得点との間には有意な差があった。しかし BGT 得
点と従来用いられている痴呆スクリーニングテストとの聞の相関は高くなかった。本研究により従来の検査で得られ
るのとは異なる知的障害のー側面をとらえることが可能となった点で価値があり，学位に値すると考える。
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